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ひとくちメモ

梅雨明けもしないうちから、暑さが厳しくなりました💦
みなさん暑さ対策はどうされていますか

☼ 「水分を」こまめにとろう
☼ 「水分を」ほどよくとろう
☼ 「睡眠環境を」快適に保とう
☼ 「丈夫な体を」つくろう

シーズンを通して暑さに負けない体つくりがやはり大切ですね。
今年は暑くなりそうです。元気に夏を乗り切りましょう！

最近の大規模火災をめぐる状況や防火関連の技術開発をめぐる状況等を
踏まえ、建築物・市街地の安全性の確保、既存建築ストックの活用、木造
建築物の整備の推進などの社会的要請等に対応して規制を見直した「建築
基準法の一部を改正する法律案」が、3月6日、閣議決定されました。
背景として、①老朽化した木造建築物の建替え等による市街地の安全性

の向上や、建築物の適切な維持管理による建築物の安全性の確保を円滑に
進めることなどが課題となっている、②空き家が増加傾向にある中で、
住宅をそれ以外の用途に変更して活用することが求められており、建築行
政についても、安全性の確保と既存建築ストックの有効活用を両立し つ
つ、建築規制を合理化していく必要がある、③木材を建築材料として活用
することで循環型社会の形成や国土の保全、地域経済の活性化に貢献する
ことが期待されており、近年の技術開発も踏まえ、建築物の木造・木質化
に資するよう、建築基準の合理化が求められている点をあげています。
改正案では、建築物や市街地の安全性確保の観点から建築物を適法に維

持するための維持保全計画の作成などが求められる建築物の範囲を拡大す
る、既存建築ストックについては戸建住宅（延べ面積200㎡未満で3階建
以下）などを他の用途とする場合に在館者が迅速に避難できる措置を講じ
ることが前提のうえで、耐火建築物とすることは不要とする、などとなっ
ています。


